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１）本論文の執筆に当たり，立命館大学文学部土田宣
明教授にご指導いただきました。ここに記して心
より感謝致します。

２）当論文は2005年度立命館大学文学部心理学科卒業
論文の一部である。

１．問題と目的

　近年，育児ストレスが社会問題となっている。
核家族で地域コミュニティが希薄になっている
現在，周囲から育児についての知識や協力を得
られないまま親になることも少なくなく，特に
育児を担うことが多い母親は，育児不安や育児

ストレスを抱きながら子育てを行っている。西
村・津田・林・木村・関・飯田・松本・伴
（2000）によると，乳幼児の子育てに対する不
安や迷い，苛立ち，自信のなさ，育児が嫌だと
いう思い，およびそのような自分への嫌悪感な
どのマイナス感情を訴える母親が増加している
という。
　また，児童虐待も問題視されている。厚生労
働省が児童虐待の死亡事例を検証した結果（厚
生労働省雇用均等・児童家庭局総務課虐待防止
対策室2004），支援が必要となりやすい要素と
して，育児不安や親自身の虐待された経験，養
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育者の病気や精神的に不安定な状態など，養育
者の状況に関連する要素が38.9％となってい
る。その中では，育児不安の割合が約29％と最
も高い。児童虐待の原因は一つのことだけが起
因するのではなく，さまざまな要因が重なった
とき引き起こされるのだが，育児不安は上位に
入っていることから，育児不安の軽減は重要な
課題となっている。
　育児不安や育児ストレスについての研究は，
牧野（1981）により育児不安尺度が作成されて
以来数多く行われてきたが，その定義について
は多様であり，共通定義が存在しているわけで
はない。難波・田中（1999）は育児不安と育児
ストレスを同じ概念として取扱い，佐藤・菅
原・戸田・島・北村（1994）は育児ストレスを
刺激（ストレッサー）として捉えており，「子
どもや育児に関する出来事や状況などが母親に
よって脅威であると知覚され，その結果母親が
経験する困難な状態」を育児ストレスと定義し
たうえで，「母親関連育児ストレス」と「子ど
も関連育児ストレス」をもって「育児関連スト
レス」と呼んでいる。さらに育児関連ストレス
は子どもの年齢によって変化することを指摘し
ており，田中・難波（1997）も子どもの年齢と
ともにその内容と育児ストレス度が変化してく
ることが予想されると述べている。手島・原口
（2003）は「養育者を煩わせる育児中の子ども
の行動や態度」を「育児ストレッサー」，「その
育児ストレッサーによって引き起こされる養育
者の心の状態（ストレス反応）」を「育児不安」
と定義し，育児ストレス尺度を作成した。これ
により，子どもの発達に応じて変わるストレッ
サーと共通のストレッサーの両方の尺度を使用
し，育児ストレス度を子どもの年齢別に比較し，
子どもの発達により親の育児ストレスの変化を
測定できることを示した。本研究では，手島，
原口の育児ストレス尺度を使用していることか
ら同様に，育児ストレスによって引き起こされ

るストレス反応を育児不安と定義する。
　育児不安や育児ストレスは，孤独感や自分の
時間が持てない，手助けをしてくれる人がいな
い，情報不足などが多くの研究で挙げられてい
る。北村・土屋・細井（2006）は，４ヶ月児，
１歳６ヶ月児，３歳児の養育者を対象に育児ス
トレスについて調査した結果，４ヶ月児の母親
では育児による身体的負担と時間や活動制限か
らくるストレスがあり，３歳児の母親では育児
に対するイライラ感が強いとしている。
　こういった育児ストレスや育児不安を緩和さ
せる方法として，ソーシャル・サポートとの関
連の研究もされている。松井・浦光（1998）は，
ストレスの解決に直接役立つような資源の提供
を与えるなどの道具的サポートと，ストレスに
苦しむ人自身の状態を改善させる社会情緒的サ
ポートの２種類のサポートがあり，荒巻・田村
（2003）は，これらのサポートが育児不安の軽
減に役立つと指摘している。
　前記のような育児不安の種類を考えると，携
帯電話はソーシャル・サポートの道具的サポー
トのツールとして，育児ストレスの軽減に効果
がある可能性がある。孤独感の軽減や情報収集
に役立つ可能性があるからである。
　携帯電話は近年著しい普及を見せている。総
務省情報通信政策局の平成16年度の通信利用動
向調査報告書世帯編（2005）によると，平成16

年末で全世帯における携帯電話の保有率は91.1
％であった。携帯電話によるインターネットの
利用率も50.1％と前年末の35.9％に比べて14.2
ポイント増加している。特に20代では79.8％，
30代は77.3％と高い利用率となっている。携帯
電話によるインターネットの利用用途は主にメ
ールであり，音声による通話の他，文字による
コミュニケーションツールとしても使用されて
いることがわかる。
　携帯電話はその場にいながら人とコミュニケ
ーションをすることが可能である。辻・藤原
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（2003）は女子大生を対象にメールコミュニケ
ーションについての心理的効果を調査した結
果，抵抗感の低減と孤独感の回避効果を上げ，
メールが孤独感を解消するツールに成り得るこ
とを示唆した。だが，渡辺・中井・川口（2003）
は，大学生と壮年を対象とした研究で孤独感と
携帯電話利用の有無の関係は見出されなかった
と報告している。泊（2004）は大学生を対象に
した研究において，携帯メール利用は単独で孤
独感を緩和するのではなく，対面的な活動を活
性化させる媒介として役立つと指摘している。
　育児ストレスや育児不安の内容には，孤独感
や情報不足などがある。携帯電話はその場です
ぐに人とコミュニケーションがとれることか
ら，子どもとの２者関係に閉じこもりがちな親
たちの孤独感，不安感の軽減および外に目を向
けさせるツールになる可能性がある。しかし一
方で，携帯電話使用中は子どもに目がいきにく
いので子どもが危険であること，さらに使用中
は子どもよりも携帯電話を優先することが多く
なりやすく，育児の妨げになることも考えられ
る。このように，育児中の親たちの携帯電話の
使用は，育児に影響を与えている可能性がある。
だが育児ストレスと携帯電話の使用に関して調
べた研究はまだない。
　本研究では，育児中の親が受けている育児ス
トレスと携帯電話の使用状況との関係を子ども
の年齢別（３ヶ月，１歳６ヶ月，３歳）に調査
し，いつでも人とつながれるという安心感，孤
独感の解消，育児知識のある人にすぐ連絡がで
きるというようなソーシャル・サポート面での
不安軽減といった特性を介して，携帯電話が育
児ストレスの軽減に有用となりうるのではない
かという仮説について検討した。
　次に親の育児ストレスと携帯電話使用後に抱
く感情との関係について子どもの年齢別に調査
し，「孤独感が緩和された」，「気分転換になっ
た」，「育児情報が得られた」などの具体的な感

想を集計して，携帯電話が具体的にどのような
側面で育児ストレスの軽減に役立つ可能性があ
るのかを考察した。
　３ヶ月から３歳までの子どもの成長段階に応
じて，育児の忙しさの質と量，そしてそこから
親が受ける育児ストレスの内容も変容してゆく
のではないかと考えられる。３ヶ月の子どもは
首が座るかどうかの月齢であり，親は子どもを
連れて外出することも容易でなく，育児は物理
的に忙しい上に閉鎖的になりがちである。その
ため，他の年齢の子どもたちを持つ親より孤独
感を感じやすいと思われる。しかし３歳程度ま
で成長すると，子どもは一人遊びもできるよう
になり，親の不安は忙しさや孤独といったもの
から，子どもの教育や周辺環境の問題などの複
雑で社会的なものへと質的に変化してゆくと思
われる。そうであれば，携帯電話によって親が
緩和しようとする育児ストレスの内容も子ども
の年齢によって変化すると考えられる。３ヶ月
児の親では閉じこもりがちな生活における「孤
独感の解消」，また３歳児の親では複雑な育児
の心配に対する「気分転換」がより大きな比率
を占め，しかも育児ストレスが大きいほどその
傾向が顕著となるのではないかと考えるため，
調査によってこれを確認することを目的とし
た。
　さらに，携帯電話の使用が育児にとってマイ
ナス要因となっている状況があるかどうかにつ
いても調査した。子どもの年齢別に１日の中で
育児の忙しい時間帯と，携帯電話をよく使用す
る時間帯を調査し，比較的育児の忙しくない時
間帯に携帯電話を使用しているのであれば育児
に配慮した使用と言えるが，育児が忙しいにも
かかわらず携帯電話を頻繁に使用する場合は，
育児の妨げになる可能性もあると仮定して検討
した。
　本研究では，発達の節目に行われる保健セン
ターでの３ヶ月健診，１歳半健診，３歳児健診
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対象者の親に育児ストレスと携帯電話について
のアンケート調査を実施し，以後の解析に使用
した。

２．方法

2-1．調査対象者と時期

　Ａ区の乳幼児健診に来所した養育者に健診終
了後に調査を依頼し，後日郵送にて回収した。
３ヶ月児健診については，2005年の６月から８

月までの３ヶ月間で計92名（回収率55.8％）か
ら回答が得られた。１歳６ヶ月児健診について
は，2005年の６月から９月までの４ヶ月間で計
95名（回収率52.5％）から回答が得られた。３

歳児健診については，2005年５月から９月まで
の５ヶ月間で計93名（回収率48.4％）から回答
が得られた。

2-2．質問紙の選定

１）育児ストレス尺度
　育児ストレス尺度については，乳幼児健診受
診者の養育者を対象にした手島・原口（2003）
の育児ストレス尺度を使用した。この質問紙は
４ヶ月児用と１歳６ヶ月児用があり，内容は大
きく分けて，育児ストレッサー，育児不安，育
児観，ソーシャル・サポート項目に分類されて
いる。この内，育児ストレッサー項目について
は，４ヶ月児用と１歳６ヶ月児用と子どもの発
達に応じた質問項目が作成されていたが，３歳
児用は作成されていなかった。だが，日下部・
坂野（1999）は，３歳児を持つ母親が育児スト
レスを強く感じていることを指摘していること
から，今回は３歳児を持つ養育者の育児ストレ
スも測定する必要があると判断し，３歳児用に
植村・三浦・野口・舟越・小川・榮・松村
（2002）の育児ストレス尺度の子ども自身の行
動についての項目を育児ストレッサー項目と
し，育児不安，育児観，ソーシャル・サポート

項目は共通質問項目とした。
２）携帯電話についての項目
　橋元・是永・石井・辻・中村・森（2000）の
携帯電話の利用についての調査項目を参考にし
た利用時間など基本的な事項と，出産前後の携
帯電話利用の変化など育児に関する携帯電話に
ついての項目を独自に作成した。

2-3．質問紙の構成

１）フェースシート
　記入者の年齢，子どもとの続柄，子どもの人
数，健診対象者が第何子か，健診対象者の年齢，
家族構成，同居家族，母親の職業（フルタイム，
パートタイム，専業主婦から選択），育児サー
クル参加の有無について尋ねた。
２）育児ストレス尺度
　手島・原口（2003）の育児ストレス尺度を用
いた。育児中の養育者へのストレッサー（子ど
もの行動や態度）を測定する育児ストレッサー
頻度尺度（質問Ⅰ）は，３ヶ月児は19項目，１

歳６ヶ月児は22項目からなる。３歳児用のみ植
村ら（2002）の育児ストレス尺度から育児スト
レッサーに関する項目12項目を用いた。回答は
経験頻度を「ほとんどない」から「いつもある」
までの４段階で評定させ，更にその時の強度（質
問Ⅱ）を「全く感じない」から「非常に感じる」
までの４段階で評定させた。
　育児不安尺度（質問Ⅲ）は，「子育てに失敗
するのではないかと思うことがある」，「母とし
ての能力に自信がない」など養育者が育児中に
生じる心の状態を尋ねる22項目からなる。回答
は感じる程度を「全く感じない」から「非常に
感じる」までの４段階で評定させた。質問Ⅲは，
３ヶ月児，１歳６ヶ月児，３歳児ともに同じ質
問で評定させた。
　育児観尺度（質問Ⅳ）は，「子育ても大事だが，
自分の生き方も大切にしたい」など，養育者の
育児に対する考え方について尋ねる13項目から
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なる。回答は感じる程度を「全く感じない」か
ら「非常に感じる」までの４段階で評定させた。
質問Ⅳは，３ヶ月児，１歳６ヶ月児，３歳児と
もに同じ質問で評定させた。
　育児ソーシャル・サポート尺度（質問Ⅴ）は，
「育児の仕方を相談できる人がいる」など，養
育者の育児環境について尋ねる18項目からな
る。回答はあてはまる程度を「全くあてはまら
ない」から「非常にあてはまる」までの４段階
で評定させた。
　質問Ⅴは，３ヶ月児，１歳６ヶ月児，３歳児
ともに同じ質問で評定させた。
３）携帯電話機関連項目
　携帯電話機保持の有無，携帯電話の機能（電
話，メール，インターネット）の使用順位，携
帯電話機の電話，メールそれぞれの１日の使用
頻度，１回の電話利用時間とメール送信用を１

回分作成するのにかかる時間を自由記述させ
た。これらのデータと２）に示した５種の育児
ストレス等に関係する尺度とを比較し分析する
ことにより，育児ストレス等の大きさと携帯電
話の使用状況との関係を明らかにし，携帯電話
による育児ストレス軽減の可能性を検討するこ
とを目的とした。
　また，育児に関して携帯電話機を使用する場
合の感情を択一式で選択させた。具体的には，
携帯電話の使用時に育児に関連した話題がでた
後に感じる感情として，最もよく当てはまるも
のを「安心感がある」，「気分転換になる」，「情
報がすぐ得られる」，「孤独が解消される」，「他
児と比較して不安になる」，「その他」の中から
一つ選択させた。これらのデータと２）に示し
た５種の育児ストレス等に関係する尺度とを比
較し，さらに子どもの年齢別の傾向をみること
によって，子どもの成長段階によって携帯電話
で緩和される育児ストレスが質的に変化すると
いう仮説を確認することを目的とした。
　携帯電話（電話，メール，インターネットを

含む）をよく利用する時間帯，育児の忙しい時
間帯のそれぞれ１位，２位を選択させた。これ
らのデータと２）に示した５種の育児ストレス
等に関係する尺度とを比較し，子どもの年齢別
の傾向をみることにより，育児の忙しい時間帯
と携帯電話を頻繁に使用する時間帯の重複の有
無，育児ストレスの度合い，子どもの年齢によ
る比較を行い，携帯電話が育児の妨げとなる要
因を持っていないか，またそれは育児ストレス
の内容や子どもの成長によって変化するか否か
について確認することを目的とした。
　他に補助データとして，携帯電話の相手を，
電話，メールそれぞれあてはまる相手全てを選
択させた。また，育児に関しての携帯電話関連
項目として，通信内容，携帯電話使用中に子ど
もに話しかけられた場合に子どもを優先するか
携帯電話を優先するかを，電話，メールそれぞ
れに対して択一選択させた。そして，出産前と
現在を比較し携帯の使用時間に変化があった
か，ある場合その理由をそれぞれ択一で選択さ
せた。さらに携帯電話を使って育児サイトの利
用の有無を尋ねた。

2-4．倫理的配慮

　乳幼児健康診査主催の公的な機関の承諾を得
た後，健康診査を妨げない時と場所を保健師お
よび健診スタッフに確認し，研究の趣旨を養育
者に説明した上で，了承を得られた養育者のみ
にアンケートを配布した。調査は匿名で行い，
回答結果はコンピュータ処理を行うので個人の
回答が外部に知らされることはなく，結果は学
術的な目的以外に使用しないことを説明すると
ともに，アンケートと一緒にその旨を記載した
用紙を配布した。
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３．結果と考察

3-1．対象者の属性

　アンケート回答者280名のうち，母親以外の
記入者は３名であり，ほとんどが母親の記入で
あった。母親の平均年齢は，３ヶ月健診受診者
では30.2歳（SD5.0），１歳６ヶ月健診受診者で
は32.1歳（SD4.2），３歳児健診受診者では，
33.5歳（SD5.0）であった。今回，調査対象と
したＡ区の母親の全体像は，30歳前後で出産し，
子どもの数は１人あるいは２人を持つ核家族
で，70％の母親が専業主婦であった。

3-2．携帯電話についての基礎データ

　全体の90％以上と今回の調査対象者のほとん
どが携帯電話を持っているという結果であっ
た。また，携帯電話の最も多い使い方を表１に
示した。
　表１を見ると，どの親もメールの使用が最も
多く，次に電話であり，インターネットはほと
んど使われていないという状況であった。メー
ルは相手の都合や時間帯を気にせず送ることが
できることと，受信しても自分の都合のよい時
に読むことができるという利便性が大きいと思
われる。それに加えて，育児中の親たちは時間
的な制約を受けやすいため，携帯電話機の電話
よりメールの方が使いやすいと思われる。携帯
電話のインターネットは，新たな登録が必要な
ためまだそれほど普及していないことと，イン
ターネットは時間的な余裕が必要になるため利
用が少ないのではないかと考えられる。
　次に携帯電話の１日の使用状況を表２に示し

た。
　表２を見ると，３ヶ月児の親は，携帯の電話
使用時間，メールの送受信回数が他の年齢と比
較し多いという結果だった。３ヶ月児の親は，
育児内容としては最も忙しい時期ながら携帯電
話の使用時間やメール回数が多いということ
は，話したいこと，伝えたいことが多いという
ことであり，携帯電話が育児に何らかの影響を
与えている可能性があることが示唆された。

3-3．育児ストレスと携帯利用との関係

　４段階で評価された各ストレス尺度Ⅰ～Ⅴに
おいて「ほとんどない」「全く感じない」など
ストレスの最も低い側の回答を１点，「いつも
ある」「非常に感じる」などのストレスの最も
高い側の回答を４点とし，各項目の平均点を計
算した。
　育児ストレスと携帯電話の使用に関しての関
係を見るために，各ストレスと携帯電話の「１

日に電話をかける回数（電話の送信回数）」，「１

日に電話を受ける回数（電話の受信回数）」，「１

日にメールを送信する回数（メールの送信回
数）」，「１日にメールを受信する回数（メール
の受信回数）」，「電話１回の利用時間（電話利
用時間）」，「送信用メール１回分を作成する時
間（メールの作成時間）」の相関分析を，各子
どもの年齢ごとに行った（表３参照）。
　結果，３ヶ月児の親では，メールの作成時間
とストレスⅡ育児ストレッサー強度（ｒ＝
.252，p＜.05），ストレスⅣ育児観尺度（ｒ＝
.209，p＜.05）との間にそれぞれ正の相関が見

ﾄｯﾈｰﾀﾝｲルーメ話電齢年のもど子
%）3.3（36.58771.1101）人09（月ヶ3
2.229.38870.4131）人39（月ヶ6歳1
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表１．携帯電話機の一番多い使用法
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表２．携帯電話機の電話，メールの使用状況
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られた。
　１歳６ヶ月児の親では，メールの作成時間と
ストレスⅠ育児ストレッサー頻度（ｒ＝.248，
p＜.05），ストレスⅢ育児不安因子（ｒ＝.270，
p＜.01），ストレスⅣ育児観尺度（ｒ＝.216，p
＜.05）でそれぞれ正の相関が見られた。また，
メールの受信回数とストレスⅡ育児ストレッサ
ー頻度の間に負の相関が見られた（ｒ＝－
.220，p＜.05）。
　３歳児の親では，メールの作成時間とストレ
スⅢ育児不安尺度（ｒ＝.266，p＜.05）で正の
相関が見られた。
　全体的にメールに関する事柄に対して，相関
係数が低いながらも正の相関が多く見られた。
特にメールの作成時間との相関が多かったこと
から，ストレスの多さと１回に打つメールの分
量に関係があることが示唆された。
　メールの回数との相関がほとんどないのに対
し，メール作成時間に相関が得られたというこ
とは，メールの相手が限られており，内容の濃
いものとなっているため，作成時間が長くなっ
ていると考えられる。だが，ソーシャル・サポ
ートとの間に相関が見られなかったことから，
携帯電話の相手は社会的なサポーターというよ
りは，配偶者や親，またはサポーターとして認識
していないほど親しい友人であると思われる。

3-4． 育児ストレスと携帯電話使用後の感情に

ついて

　育児に関して携帯電話を利用した場合どのよ
うな感情を抱くのか，その感情は育児ストレス
の緩和につながる可能性があるのかを調べた。
携帯電話で育児に関して話した後，どのように
感じることが多かったかを「安心感がある（以
下，安心感とする）」，「気分転換になる（以下，
気分転換とする）」，「情報がすぐ得られる（以下，
情報収集とする）」，「育児中の孤独感が解消さ
れる（以下，孤独感解消とする）」，「他の子ど
もと比較して不安になる」，「その他」の中から
択一で選択させた。携帯電話機使用後の感情を
それぞれ選択した人の割合を図１に示した。
　３ヶ月，１歳６ヶ月，３歳ともに気分転換に
なると答えた人が最も多かった。「他児と比較
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表３．子どもの年齢別育児ストレスと携帯電話機の使用についての相関
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し不安になる」と答えた人は０人であった。「他
児と比較し不安になる」を選択した人がいなか
ったのは，そのような経験をすることは少なく，
もし経験しても楽しい会話が多いとそちらの方
を選択するからだと考えられる。
　年齢別に見ると，３ヶ月では気分転換を選択
した人が最も多く，次に情報収集と孤独感解消
が同じ程度であった。１歳６ヶ月では気分転換
が最も多く，情報収集，孤独感解消の順で少な
くなっていく。３歳児でも気分転換が最も多く，
次に情報収集の順だが３ヶ月児や１歳６ヶ月児
で見られた孤独感解消が10％以下とほとんど見
られなくなった。孤独感解消を選択した人の割
合を子どもの年齢別でχ２検定を行った結果，
3ヶ月児と３歳児では有意であった（χ2（2）
= 7.554， p＜.05）。
　今回質問した５つの育児ストレスのそれぞれ
について，ストレス尺度の平均点の順に回答者
を並べ，３群の人数が均等になるようにストレ
ス低群，中群，高群に分けて，携帯電話使用後
の使用感情との関係を比較した結果，５つのス
トレス尺度のすべてにおいて一定の傾向がみら
れた。一例として，ストレスⅡ（育児ストレッ
サー強度）について「気分転換」を選択した人
数の割合を図２に，また「孤独解消」を選択し
た人数の割合を図３にそれぞれ示した。
　図２を見ると，これらの関係に統計上有意な
偏りはみられなかったものの，「気分転換」を
選択した人の割合が，３ヶ月児の親の場合はス
トレス低群に多く，３歳児の親の場合はストレ
ス高群に多かった。３ヶ月児の親ではストレス
高群とは，すなわち育児に手がかかる状態であ
るため，携帯電話で気分転換する時間そのもの
が取りにくいが，３歳ではストレスが高くても
３ヶ月児のように物理的には手がかからなくな
るため時間的に余裕がある。そのため３歳児の
ストレス高群は，携帯電話を使って気分転換を
図る割合が高いのではないかと推測される。

　また，図３を見ると，３ヶ月児では他の年齢
に比べて孤独感解消の比重が高く，しかもχ２

検定の結果有意な差は認められなかったもの
の，ストレス低群，中群，高群の順に孤独感解
消を選択した人の割合が高くなっていた。この
ことは３ヶ月児の親の育児ストレスの内容が，
年齢の高い子どもを持つ親に比べて，育児に起
因する孤独感とより密接に関係していることを
示すと共に，携帯の使用がその孤独感の緩和に
つながっている可能性があることを示唆してい
る。
　これらのことから，３ヶ月児の閉鎖的で物理
的にも忙しい中で行う育児では，携帯電話機の
使用は気分転換の他に特に孤独感解消に，３歳
児の育児のように，子どもが成長することによ
り起こる質的な育児のストレスに対しては主に
気分転換として，携帯電話機は育児ストレスの
緩和に役立つ可能性があることが示唆された。
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3-5． 育児の忙しい時間帯および携帯電話をよ

く利用する時間帯とストレスの関係

　子どもの年齢別に育児が最も忙しい時間帯と
携帯電話をよく使う時間帯の折れ線グラフを図
４に示した。
　図４を見ると，育児の忙しい時間帯として16

時～20時を選んだ人が最も多く，子どもの年齢
による差はほとんどなかった。しかし３歳児を
持つ親（図４-ｃ）のみ４～８時台を選択した
人が増えているのは，子どもが幼稚園に通うこ
とが多くなることから，朝の時間帯が忙しくな
るからだと思われる。３ヶ月児，１歳６ヶ月児，
３歳児ともに早朝，深夜を除いて最も選択する

人が少なかった時間帯は12～16時である。日中
でありながら最も選択が少なかったことから，
この時間帯が比較的忙しくなくゆっくりできる
時間帯だと考えられる。
　携帯電話を最もよく利用する時間帯は12時～
16時をあげる人が各年齢ともに多く，全体とし
ては，育児の妨げにならないように，育児の比
較的忙しくない時間帯に携帯電話を利用してい
る人が多いことが明らかになった。
　次に，回答者各個人レベルで最も育児が忙し
い時間帯と最もよく携帯電話を利用する時間帯
が一致しているかどうかを検討した。ストレス
低群，高群のそれぞれの中で最も育児が忙しい
時間帯と最もよく携帯電話を利用する時間帯が
一致した人の割合を算出したが，その一例とし
てストレスⅡ（育児ストッレサー強度）につい
て，子どもの年齢別に算出結果を図５に示した。
　これらの結果は，統計上有意な差は認められ
なかったものの，３ヶ月児，１歳６ヶ月児の親
では，最も育児が忙しい時間帯に最もよく携帯
電話を利用している人の割合は，ストレス低群
の方が高群よりも高かった。だが，３歳児の親
ではその傾向が逆転し，ストレス高群の方が低
群よりその割合が高くなった。
　３ヶ月児の親では，育児の忙しい時間帯は物
理的に子どもに手を取られるため，携帯電話の
利用は手が空いている時間帯にしかせざるをえ
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ないためと思われる。前述のように，育児スト
レスが高い群ほど孤独感の解消などのために携
帯電話を利用する機会も増える傾向にあるた
め，結果的に育児が比較的忙しくない時間帯に
利用頻度がより増えるものと推測される。だが，
子どもの年齢が上がり３歳児になると，子ども
だけで遊ぶことができるようになり，育児の大
変さの質が異なってくるため，忙しい時間帯の
中でも携帯電話を利用する時間的余裕がでてく
るものと思われる。そして，３歳児の親では，
育児ストレスの高い群ほど携帯電話による気分
転換を選択する率が高くなっていることから，
忙しいと本人が思っている時間帯であっても，
携帯電話を使って気分転換を図っている割合が
増えるものと推測される。
　なお，育児の忙しい時間と携帯電話を利用す
る時間が一致する人の割合が，年齢やストレス
の高低に関係なく約15～30％あることから（図
５参照），育児が忙しい時間であるにもかかわ
らず携帯電話を利用している人が，ある程度の
割合で存在することも示唆された。

４．総合考察

　今回の調査により，いくつかの育児ストレス
と携帯メールの作成時間との間に相関が見ら
れ，育児ストレスと携帯電話の使用に関係があ
るらしいことが示唆された。その上で，携帯電
話の使用後の感情に注目すると，どの年齢でも
まずは気分転換に携帯電話を利用していること
がうかがえる。また，物理的に育児に追われ，
子どもとの２者間関係に閉じこもりがちの３ヶ
月児の親では，他の年齢の親に比べ，携帯電話
使用後に「孤独感の解消」を挙げる割合が高く，
しかも育児ストレスが強い群ほどその傾向がみ
られた。しかし子育てに時間的余裕ができる一
方で，より複雑で社会的な悩みや不安を抱える
ことの多い３歳児の親では，「気分転換」を挙

げる割合が高かった。このことは，親の受ける
育児ストレスは，子どもの成長段階に応じて質
的に変容し，そしてその変容に応じて携帯電話
によって緩和される可能性のある育児ストレス
や育児不安の内容も変化しうることが示された
と言えるだろう。
　一方で携帯電話利用による育児への弊害の有
無を調べるために，育児の最も忙しい時間帯と，
携帯電話を最もよく利用する時間帯の重複状況
を，子どもの年齢および育児ストレスの強さと
の比較において調査した。結果，物理的に育児
に手のかかる３ヶ月児の親ではこの重複はそれ
ほど顕著ではなかったが，時間的余裕があり気
分転換への欲求が高い３歳児の親ではやや高い
割合となった。緒方・和泉・北池（2006）の高
校生を対象にした研究において，携帯電話の利
用の度が過ぎるとストレスが増す可能性があ
り，節度ある利用を心がける必要があることを
指摘しているが，今回の調査でも育児の忙しい
時間帯と携帯を利用する時間帯が一致する人の
割合が，子どもの年齢やストレスの高低に関係
なく約15～30％あった。このことから，携帯電
話を社会的な育児サポートとして使用する場合
には，その人に合った使い方をする必要がある
と思われる。それには，子どもの年齢（月齢），
育児ストレスの種類，１日のうちどの時間帯が
忙しくて，どの時間帯に余裕があるのかなどの
１日のサイクルなどを知ることが重要になって
くると思われる。
　育児の忙しい３ヶ月児をもつ親であっても，
育児の暇な時間を縫って携帯電話を使用してい
ることが明らかになったことからみても，現在
では携帯電話は日常生活の上でなくてはならな
いものになっていると言えよう。適切な使い方
をすれば，携帯電話は育児中の親たちが気軽に
利用でき，サポート側もいち早く相手の状態を
把握し援助することで，閉じこもりがちな環境
から外に出させるための媒介となることができ
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る双方向性の育児サポートの１つとなりうる可
能性があると考える。
　だが今回の調査では，携帯電話をどれくらい
使用するか，使用後にどのように感じるかなど，
育児と携帯電話気使用に関する状況を間接的に
聞く質問が中心であったため，育児ストレスが
携帯電話の使用をどのように増加させ，また携
帯電話の使用によってそのストレスがどのよう
に緩和されるかを明確にすることができなかっ
た。今後，携帯電話を使用しようと思う目的意
識や動機づけについて明らかにするような質的
な調査を行えば，育児ストレスを緩和するソー
シャル・サポートに携帯電話をツールとして利
用する方法論を検討する上で，更に実用的な知
見を得ることが可能であろうと考える。
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